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令和５年１１⽉１３⽇（⽉）

⼭形県中学校体育連盟

◎「競技」・「種目」
○競技 → 各専門部で実施する大きな枠組み
＜団体競技＞バスケットボール、サッカー、ハンドボール、軟式野球、バレーボール、

ソフトボール

＜個人競技＞陸上、体操、新体操、ソフトテニス、卓球、バドミントン、柔道、剣道、相撲、

スキー、スケート

○種目 → 競技の中の詳細
＜個人競技・団体種目＞体操団体、新体操団体、ソフトテニス団体、卓球団体、バドミントン団体、

柔道団体、剣道団体、相撲団体 ※ 団体戦という場合もあり

＜個人競技・個人種目＞陸上個人（リレーを含む）、体操個人、新体操個人、ソフトテニス個人、

卓球個人（ダブルスを含む）、バドミントン個人（ダブルスを含む）、

スキー（クロカンリレーを含む）、スケート

「地域クラブ活動大会参加について学校配付資料(R5.2.9付)」より
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◎地域クラブ活動

 学校部活動の地域連携並びに地域の運営団体・実施主体に
よる地域スポーツクラブ活動及び地域文化クラブ活動（以
下地域クラブ）という）

地域クラブ活動の運営母体・実施主体は、総合型地域スポーツクラブ
やスポーツ少年団、体育・スポーツ協会、競技団体、クラブチーム、
プロスポーツチーム、民間業者、フィットネスジム、大学など多様な
ものを想定する。
「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン(令和4年12月 スポーツ庁 文化庁)」より

※ただし、山形県中体連では、専門部細則等で明記されている「地域移行モデル地区や自治体主催
で地域移行を進めるために発足した地域クラブ活動」「地域移行の受け皿となっている地域クラ
ブ活動」については、各自治体の認可を必要とします。
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⼭形県中学校体育⼤会に向けての動き
県中体連県教委全国⼤会⽅向性

① 課題検討委員会Ⅰにて方向性検討
② 地区中体連理事長会議にて情報交換
③ 課題検討委員会Ⅱにて具体的な内容検討

（R5は一部の競技にて緩和）
④ 臨時専門委員長会議Ⅰにて今後の方向性

について検討
⑤ 各地区校長会へ今後の方向性を伝達

• 働き⽅改⾰を踏まえた
「部活動改⾰」通知

• 「部活動改⾰」説明動画
作成

• 各競技団体⼤会調査

 Ｒ５年度から「参加資
格」緩和の⽅向性通知

 地域クラブ活動の参加を
「特例」扱いで認可

 競技毎「細則」原案

 競技毎「細則」決定
 部活動ガイドライン発出

R4.
３⽉
６⽉

９⽉

10⽉

12⽉

① 臨時専門委員長会議Ⅱにて具体的な対応
検討・各専門部細則作成依頼（全ての競
技にて緩和）

② 方向性について学校周知文書発出
③ 各専門部細則決定
④ クラブ登録

• 部活動ガイドライン発出

 ⼤会開催基準決定

 競技毎「細則」確定
 各県の差異認可

R5.
１⽉

３⽉

≪⼤会運営≫

• 運営⽅法
現⾏の継続

• 競技⽅法
現⾏通り

• 各地区出場枠
現⾏通り

• 各地区代表選出⽅法
各地区中体連・各専⾨部による

• 開催地ローテーション
計画通り

• 種⽬
全種⽬
※ 各競技で参加資格や競技⽅法等の細則を設定
※ ハンドボール・体操・新体操・相撲・スキー・スケート

は地区⼤会のない県ストレート開催）

• 参加⼤会
県⼤会から
※ 陸上・⽔泳・バドミントン(シングルス)・剣道(個⼈)は

地区⼤会からの参加

• 引率
所属クラブ

• 出場枠
団体クラブ枠＋１設定可能

≪地域クラブ活動の参加≫

令和５年度 ⼭形県中体連主催⼤会
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不利益の回避

トラブルの回避

参加選⼿サイド

⼭形県中体連の⽬的

教員の過負担の回避

開催基準範囲内の実施

⼤会運営サイド

⼭形県中体連のクラブ参加に対する基本的な考え
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２１世紀を担う中学生の気力・体力・競技
力の向上に努める。
広くスポーツに親しみ、生涯にわたって体
育・スポーツを実践する態度や能力を育成
する。
大会を通して、生徒の親切、礼儀、明朗、
進取、協力、友情、感謝などの望ましい態
度や社会性を養う。

本連盟は、中学校教育の一環として、心身共に健康で調和の
とれた中学生を育成することを目指し、広く体育・スポ－ツ
の実践の機会を与え、競技力向上と生涯にわたりスポ－ツに
親しむことのできる生徒の育成を推進する。

山形県中体連 基本方針

大会基本要項
参加の特例

山形県中学校体育連盟の
目的及び長年にわたる活
動を理解し、それを尊重
すること
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⼭形県中体連としての⽅向性
 種⽬ 全種⽬

 参加⼤会
個⼈競技・個⼈種⽬のクラブ所属選⼿は地区⼤会から（リレー・ダブルスは各専⾨部判断←細則で確認）
※ 地区⼤会から参加の場合は、同地区中体連内の学校在籍⽣徒で構成されていることが条件
団体競技・団体種⽬のクラブチームは県⼤会から（個⼈競技の団体種⽬【団体戦】を含む）

 引率 所属クラブ

 出場枠 クラブ枠設定(シード決定戦等から)もしくは、団体クラブ枠＋１設定可能←細則・要項で確認

⽇本中体連としての⽅向性
 基本的には令和５年度と同様 ただし、各競技部細則は⾒直し

東北中体連としての⽅向性
 基本的には令和５年度と同様 ※それぞれ県内中学校在籍⽣徒のみ
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クラブとして大会に参加する意思があること
→ 引率・監督・大会協力員が拠出できること
→ 大会に関わる経費の支出ができること（上位大会含む）
→ 団体競技・団体種目は登録時点で正規試合人数を満たしていること

選手の所属校・生徒・保護者と事前に確認ができていること
→ 学校引率や部活動の有無が細則の参加資格に関わる場合がある

各競技団体に登録されていること
→ 登録を証明できるものがあること

山形県中学校体育連盟に登録していること（単年度）
→ 登録申請期間内に手続きを終えていること（修正・再提出等を含む）

各競技の参加資格細則を遵守していること

ク
ラ
ブ
登
録
申
請
書

ク
ラ
ブ
登
録
証

大会参加申込のときに、
登録証の写しが必要になります

案 案
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クラブ登録時提出物（案）

① 【様式１】地域クラブ活動 登録申請書

② 【様式２】地域クラブ活動 登録要件チェックシート

③ 所属（大会参加希望）生徒名簿

④ 当該クラブ規約

⑤ 競技団体登録が判断できるもの

⑥ 所属員を広く募集していることが判断できるもの

⑦ 当該クラブ組織名簿

⑧ 公認スポーツ指導者資格等の保有が確認できるもの

⑨ 当該クラブの活動状況がわかるもの

⑩ 傷害保険等の保険加入が確認できるもの

R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則
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R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則

各競技団体の登録方法による
詳細は、各専門部参加資格細則による

登録システムがある場合は、登録は必須

提出は、「登録証」「登録名簿」等の写し、
登録が確認できるもの

登録画面の画像等でも可

R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則

団体としての規約が必須
制定月日が県中体連登録月日以前であること

↓
すでに活動実績があること
単年度の活動でないこと

（大会参加のためのクラブではないこと）

⑦会計に関わる内容（会費等諸経費）についても
記載されていること
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R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則

クラブのホームページ、
ポスターやリーフレット等でも可

掲示場所や設置場所を明記
※不特定多数が手に取れる場所であること

↓
不特定多数にたいする周知がなされている
特定の学校・選手のみで構成されていない

（勝利至上主義のクラブは受け入れません）

R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則

責任の所在が明らかであること
生徒に対する指導が適切に行われていること

スポーツ協会・競技団体の処分等に該当していないこと
※配布資料 日本中体連文書参照

↓
生徒の安全が確保されていること

過去だけではなく、今後についても確約
（生徒の心身を傷つけるような行為は決して許しません）
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R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則

会計担当と監査が分かれていること
※⑤運営組織にも役職と氏名の記載が必要

※②規約の中に会費やその他の徴収金を明示
↓

お金の管理に透明性があること
（予算書・決算書や会計簿について、県中体連から

要請があったときに提示できること）

R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則

基準は学校部活動としての活動内容（活動回数・時間等）
↓

「中学校教育の一環として」
（勝利至上主義のクラブは受け入れません）

中学校の連絡担当者（有事の際）を明示
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R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則

スポーツ保険等の加入が確認できること
（(独法)日本スポーツ振興センター適用外）

↓
保険証券の写し（加入画面の画像でも可）

（登録時は提出年度のもので可）
→当該年度加入後、追加提出

R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則

指導者として研鑽に励んでいること
（学校教育活動の一環として行っている部活動に準じる）

↓
研修報告等、証明するもの等は不要
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R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則

 予選会となるすべての大会において、競技役員や審判など運営上
必要な事項に協力すること。

 責任ある代表者・指導者が生徒を引率すること。
 大会開催に要する経費については、必要に応じて応分の負担をす

ること。
 地域クラブ活動で中学校体育連盟主催大会に参加する場合、在籍

中学校での大会参加は認めない。
 団体競技(種目)に参加する際には、同一県内中学校に在籍する選

手でチーム編成することとし、県境を越えたチーム編成は認めな
い。（東北中体連独自の取り組め）

R5 地域クラブ活動の登録要件チェックシート
詳細内容項目

 各競技の競技団体へ登録していること①登録

組織

 クラブとしての規約があること②規約

 組織として既に活動実績があり、今後も継続的な活動が見込めること③実績

 募集要項等があり、当該クラブでの活動を希望する生徒が所属可能であること④加入

 運営役員等が体系的に組織され運営していること⑤運営

 JSPO(日本スポーツ協会)公認スポーツ指導者資格等（種類不問）をもった指導者が在籍していること ※ 令和
５年度は県総体までの猶予とする

⑥資格

 組織の運営において、予算と決算をたて、毎年監査を行うなど会計が明朗であること⑦会計

 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月２７日ス
ポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること

①ガイドライン

活動  所属学校や保護者など、所属生徒の関係機関と日常的に十分な連携や協力が図られていること②連携

 日常活動・大会参加・移動時を含めた全ての活動を補償する保険に加入していること③保険

 指導者養成研修等の研修会（主催不問）へ定期的に（１年に１回以上）参加していること④研修

 「県中体連主催大会基本要項 参加資格の特例（案）」を了承していること①条件

大会

 居住地と在籍学校が山形県内の生徒だけで大会エントリーメンバーが組織されていること（個人・団体共に）②編成

 クラブの代表者もしくは責任者の押印の上、クラブで責任をもって申し込めること③申込

 クラブの責任ある代表者・指導者が生徒を引率・監督すること
 引率者や監督に規定違反や不適切な言動がないこと
 監督は一連の大会全てを通じて複数チームの監督を担わないこと

④引率・監督

 実行委員会・大会役員・競技役員として、準備期間から大会運営に参画可能であること⑤運営協力

 「各大会基本要項」に記載された参加料や経費負担の応分について支払いが可能であること⑥費用負担

 山形県中学校体育連盟主催大会について各専門部の細則について遵守していること⑦専門部細則

日本中学校体育連盟各競技部より出された
「地域クラブ活動の参加特例における競技部細則」

※12月中旬頃にＨＰにて周知予定
↓

山形県中学校体育連盟主催大会「各専門部細則」
【参加資格】○団体条件

○競技団体登録（団体・選手・指導者）
○指導者
○大会運営
○競技独自

【競技方法】
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令和６年度
県中体連へのクラブ登録について（案）

【申請】
期 間︔１⽉中旬〜２⽉中旬
申請先︔県中体連事務局（⼭形⼆中内）郵送にて
⼿続料︔3,000円

【審査】
書類確認︔県中体連事務局
内容審査︔県中体連専⾨部
照会︔各競技団体

【登録の⽬的】
⼦どもの安全確保
スポーツハラスメントの防⽌
⼤会運営への協⼒
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入部・加入の選択 

入学 

部活動・クラブの両方 部活動のみ クラブのみ 所属なし

大会参加に向けての事前確認 

 

大会参加申込 

【部活動】作成・提出不要 【クラブ】保護者・クラブ責任者 押印 

【部活動】学校申込・校長押印 【クラブ】クラブ申込・責任者押印 

在籍中学校校長へ提出 

大会参加 

【部活動】顧問引率 【クラブ】指導者・責任者引率 

大会参加区分決定→参加区分決定書の作成・提出 

①所属クラブの県中体連・競技団体への登録 

②所属クラブの中総体へのエントリー意思 

③大会引率の可否 

当該年度４月

まで

当該年度４、５月

当該年度６月下旬

当該年度７月中旬

※地域クラブ活動→クラブ 

ここまでに
登録クラブを

確定させることが
必要！

【今後の⾒通し】
 R5.10⽉26⽇(⽊) 競技団体向け説明会予定
 R5.11⽉13⽇(⽉) 地域クラブ活動向け説明会予定
 R5.12⽉中旬     令和６年度クラブ登録関連情報ＨＰ掲載
 R6.12⽉下旬 新１年⽣への周知（リーフレット配付→新⼊⽣オリエンテーション等）

 R6.1⽉中旬〜2⽉中旬 地域クラブ登録期間
 R6.2⽉下旬〜4⽉上旬 審査→登録クラブ決定→通知
 R6.4⽉上旬〜5⽉中旬 参加区分決定書提出期間（各学校で設定）

 R6.6⽉上旬〜6⽉中旬 必要に応じてクラブ予選
 R6.6⽉下旬 県中総体参加申込
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